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＜連絡事項＞

· 本日15：30より、食事サービス委員会実施。

· 昨日、昼食の麺が入ってきたバットが厨房より返却されてきている。それについては、厨房側に再度確認を行っていく。

· ダスロール（大）の黒は現在取り扱っていない為、ダスロール（大）の透明のものか、レディスポリ袋で発注を行うこと。

＜外来情報＞

・ 横町　　浩　様～急に、「CDがダビングできなくなった」「ゼリーを毎日食べている」と話されることがある。また、「時々ボーッとすることがあるけど、しゃがむと治る」と話されている。

· 沢田　三郎　様～自宅の農家の手伝いはやっているのか問うと、「家の片付けだけやっている」と

話されている。やりすぎて疲れないように説明。

· 島浦　美千男様～気分については特に変わりは無く、デイナイトケアも何とかやれていると笑って

話されている。本日、採血と尿検査を行っているが、尿糖（-）の結果。

· 関　　秀治　様～グループホーム入所して1年経つため、更新の手続きをスタッフと行ってきたと

話されている。最近自宅に帰っていないとのことで、今週末は実家に帰ろうかと思っているとのこと。目の充血は改善しており、同様の点眼薬が継続処方となっている。

· 伊藤　雄一　様～夜眠れているのか問うと、「眠れている」と話されているため、内服調整は行っ

ていない。読書は新波新潮と図書館に行っているとのこと。

· 関口　　禅　様～胃薬処方希望あり、ファモチジン2Tを14日分処方となっている。他は変わり

ないとのこと。

· 久保　興介　様～運転免許を取得し、運転をしているとのこと。「運転は神経を使うので、薬を飲

みながら運転している」と話されている。体調については変わりないとのこと。

· 田名部　一樹様～週に5日のデイケア利用は、週末に疲労が溜まるため、通所日を減らしたいと希

望あり。通所スタッフには、疲れた時には休んでいいと言われていると話されるため、そのようにしたらどうかと担当医も説明するが、「欠席するとき、連絡しなきゃだめでしょ」と話されている。親には毎日デイケアに通所するように言われているとのことで、「今年いっぱいは毎日行くけど、来年からは通所日を減らしたい」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 川口　尚良　様～腎臓が悪く泌尿器科に通院（金曜日）していたが、今後通院回数が減るかもしれ

ないとのことで、その間、金曜日もデイケアを利用したいと希望あり。現在、デイケアを週に3日利用しており、それでも疲労を感じているとのことなので、まずは金曜日は体験で利用を行い、疲労など様子をみてはどうか説明。本人も了承している。

· 松永　勘五郎様～夕食後の内服薬を飲む際、スタッフの様子を気にするなど挙動不審な様子がみら

れることある。飲み忘れることはないか内服状況を確認すると、「忘れてない」と話されている。1時間以上経ってから気付いて飲むことはあるか尋ねると、「それはたまにある」とのこと。通所の薬包入れには、本人の薬包が捨てられていることを確認している。今後も、内服状況について注意して観察していく。また、夏場に気温が上がってくると、食事量が目立って減り、体重も減少する傾向にある。本人の姉様が、カロリーメイト（ドリンク）を青山荘や青明舎に預けているが、本人はそれも飲みたがらないとのこと。昨日の夕食は、普段よりは主食の量は少なめだが、普通食の量で残食はない。本日より、毎日通所時に体重を測定し、食事量の観察を行っていく。

· 田名部　一樹様～診察時、週5日のデイケア利用は疲れる為、利用日を減らし休養を取りたいと希

望あり。疲れた時は電話して欠席すれば良い為、通所日自体を減らす必要はないのではないかと説明すると、「電話連絡しなきゃだめだから、休みの日ということにしたい」とのこと。欠席する際の電話連絡も、社会に出る上で必要なことであること、デイケアのスタッフにも相談してみるよう説明されている。通所でも、本人と相談し、検討を行っていく。

· 島浦　美千男様～青風荘スタッフからの情報で、青風荘では徐々に周囲の輪に入っていけるように

なってきたとのこと。入所時は尿糖（+）で、間食や金銭も自己管理であったが、週に1回スタッフで管理を行うようにし、現在は尿糖（-）の結果が出ているとも情報あり。

· 今野　容子　様～血糖値50mg/dlのことが多かったり、急に血糖値が上がったりすることがあり、

体重も1日で-1kgなど増減がみられている。むやみに間食はしないように説明しているが、他者とやり取りを行い、間食を行っている様子が伺える。本人には、血糖や体重コントロールをしっかりしないと透析することになるかもしれないこと、命に関わること説明しているが、理解は乏しい。今後も、血糖値や体重など、身体症状には充分注意して観察を行っていく。

＜SST評価・検討＞

○SSTを実施して感じたこと

· 特定メンバーが個人の不満について話していたが、そこからテーマを拾って実施した。

· ロールプレイにメリハリを持たせることが出来ず、良いところのフィードバックができなかった。

· SSTの終わりに、宿題として提示することができなかった。

· メンバーからテーマが出てこない時は、スタッフが困っていることを出してテーマを提示したら（「私は○○で困っているのですけど、皆さんだったらどうしますか？」など）、メンバーから対処法について意見が多くきかれた。

○考察

· スタッフが困っていることとして、テーマを提示すると、メンバーは真剣に考えてくれている。

· 基本的に生活能力が高いメンバーが多いため、対処法については、それぞれ考えることが出来ているのではないか。

· テーマを提示するのは良い方法だが、自分達で考えたことではないため、やらされているような気分になるとも考えられる。

· ロールプレイは、お題を出したメンバーが中心になって行うことが望ましい。

· 宿題、ロールプレイ後のフィードバックについては、今後上手に提示していけるようにする。

＜事例検討＞

佐藤　ミツ子様（61）女性　　統合失調症

デイナイトケア利用年数：6年11ヶ月

· 病状が強い時は、被害関係妄想がきかれていた。

· 対人関係能力、日中の活動性の維持・向上目的で通所。

○現在の治療計画

1 対人関係のスキル向上のため、SSTなどのプログラムを活用していく。

2 出来たことに対しては振り返りを充分に行い、出来たことは評価し、本人の自信へと繋げていく。

○現在の本人の状態

· 作業療法は、他者と別室で行っているが、プログラムにはほぼ問題なく参加できている。

· ミーティングやレクリエーションの際、輪に入ることが出来ず、廊下で過ごすことがあるが、スタッフに許可を取ることは出来ている。

· 対人関係は必要最小限だが、スタッフには自分の要望を伝えることが出来ている。

· プログラムの始まりに他者に声をかけるなど、話しやすいメンバーには話し掛けることが出来ている。

· 青風荘では、日中ほとんど自室にこもり、塗り絵を行っている。「塗り絵をしているときが一番楽しい」とのこと。

· 他者と会話をするときは落ち着き無く、話がまとまらないことがある。

· 買い物の際、緊張して会計が出来ないことがあるが、スタッフが近くで見守りを行うと、手はおぼつかないが会計は出来ている。

· 自分の要求をうまく伝えることができず、不満がたまると、急に青風荘を飛び出してしまうことがある。

· 一度失敗すると、些細な失敗でも、それを翌日以降も気にして謝ってこられることがある。

○今後の対応

· 見守りしながらだと、出来る部分も多いので、出来ていることは評価し、本人の自信へと繋げていく。

· 対人関係については、SSTだけではなく、個別に相談をおこなうなど他にも有効な方法を検討していく。










